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－技術基準改正（文書細断機：シュレッダー）に関する情報－ 
 

（財）電気安全環境研究所 
 
本資料は、電気用品の技術上の基準を定める省令の一部を改正する省令（平成１９
年 経済産業省令第５７号）により、技術基準が改正された箇所を説明するための参
考資料です。 
改正に関係する部分について、別表第八の技術基準から抜粋し、改正された点につい
て赤字で示してあります。  
 
内容については正確を期しておりますが、正式には官報（平成１９年８月１７日付、
官報号外第１８７号）等にてご確認をお願いいたします。 
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◆経済産業省令第５７号（施行日：平成１９年９月１８日） 
 
別表第八２．（７０の３） 
（７０の３） 事務用印刷機、あて名印刷機、タイムレコーダー、タイムスタンプ、
電動タイプライター、帳票分類機、文書細断機、電動断裁機、コレーター、紙とじ機、
穴あけ機、番号機、チェックライター、硬貨計数機、紙幣計数機、ラベルタグ機械、
洗濯物仕上機械及び洗濯物折り畳み機械 
 
イ 構造 
文書細断機（３相200Ｖ以上の電源に直接接続して使用される据置き形のものを除

く。）にあつては、次に適合すること。 
(イ)文書投入口の近傍の見やすい箇所に、明瞭に判読でき、容易に消えない方法で、
かつ、理解しやすいような用語により、ＪＩＳ Ｓ０１０１（２０００）「消費者用
警告図記号」の「６．２．１ 一般注意」に定める図記号及び次に掲げる使用上の注
意事項を表示すること。 
ａ 子供が使用することにより傷害等の危害が発生するおそれがある旨 
ｂ 文書投入口に手を触れることにより細断機構に引き込まれるおそれがある旨 
ｃ 文書投入口に衣類が触れることにより細断機構に引き込まれるおそれがある旨 
ｄ 文書投入口に髪の毛が触れることにより細断機構に引き込まれるおそれがある
旨 
ｅ 整流子電動機を内蔵した製品にあつては、可燃性ガスを噴射することにより引火
又は爆発するおそれがある旨 



 
(ロ)傷害等の危害の発生を防止するために作動する安全インターロックは、通常の使
用状態において図１に掲げる試験指によりその作動が妨げられない構造であるこ
と。 
(ハ)器体の容易に操作できる位置に、細断機構その他傷害等の危害が発生するおそれ
のある可動部の電源を開閉できるスイッチを設け、かつ、当該スイッチの開閉の操
作又は開閉の状熊を見やすい箇所に文字又は記号により表示すること。 
(ニ) 器体の開口部は、次に適合すること。 
ａ 試験品を通常の使用状態に置き、容易に取り外すことができる部分を取り外した
状態で、器体のすべての開口部に対して、図１に掲げる試験指を差し込んだとき、
細断機構その他傷害等の危害が発生するおそれのある可動部に試験指が触れない
こと。 
ｂ 容易に取り外すことができる部分を取り外した状態で、文書投入口に対して、開
口部のあらゆる方向に、図２に掲げるくさび形プローブを、ストレートカット方式
のものにあつては45Ｎ、クロスカット方式のものにあつては90Ｎの力を加えて押し
込んだとき、細断機構その他傷害等の危害が発生するおそれのある可動部に当該プ
ローブが触れないこと。この場合において、当該プローブの質量が試験に影響しな
いようにすること。 



 
図１ 試験指 

 

 

 
 



 
図２ くさび形プローブ 

 

尖端部詳細 

 

 



 
ロ 絶縁性能 
附表第三１及び２の試験を行つたとき、これに適合すること。 

ハ 平常温度上昇 
通常の使用状態において、定格周波数に等しい周波数の定格電圧に等しい電圧を
試験品に加えて連続して運転し、各部の温度上昇がほぼ一定となつたとき（短時間
定格のものにあつては、その表示された定格時間に等しい時間が経過した時）の各
部の温度は、附表第四に掲げる値以下であること。 
 
 


